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	製品名: MTA1ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転移細胞、特に乳腺癌細胞株で発現する遺伝子のスクリーニングにおいて同定されたタンパク質をコードしています。この遺伝子の発現は、少なくとも2種類の癌の転移能と相関関係にあることが報告されていますが、多くの正常組織でも発現しています。転移におけるこの遺伝子の役割は不明です。当初はヌクレオソームリモデリング脱アセチル化酵素複合体NuRDの70kD成分であると考えられていましたが、この成分は異なるが非常に類似したタンパク質である可能性が高いです。しかし、これら2つのタンパク質は非常に密接に関連しており、同じ種類のドメインを共有しています。これらのドメインには、2つのDNA結合ドメイン、二量体化ドメイン、そしてDNAメチル化タンパク質に一般的に見られるドメインが含まれます。この遺伝子産物のプロファイルと活性は、転写制御に関与し、これは分化段階によって達成される可能性があることを示唆しています。機能：ヒストンタンパク質の共有結合修飾による遺伝子発現制御に関与している可能性があります。ロングアイソフォームはエストロゲン受容体（ER）のコリプレッサーです。ショートアイソフォームはERに結合し、ERを細胞質内に隔離することで、ERの非ゲノム応答を増強します。,その他：ショートアイソフォームは、Leu-Arg-Ile-Leu-Leuモチーフ（ER結合モチーフ）を含みます。,類似性：BAHドメインを1つ含みます。,類似性：ELM2ドメインを1つ含みます。,類似性：GATA型ジンクフィンガーを1つ含みます。,類似性：SANTドメインを1つ含みます。,サブユニット：ヌクレオソームリモデリングおよびヒストン脱アセチル化酵素多タンパク質複合体（NuRD）の構成要素です。HDAC1およびITGB3BP/CENPRと相互作用します。,組織特異性：広く発現しています。脳、卵巣、副腎、および未分化乳腺で高い発現が見られます。同じ個人の隣接する正常組織よりも腫瘍の方が高い。
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	MTA1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MTA1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

